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カタツムリ(柄眼目)の分類には
どの遺伝子領域が有効か？

ニッポンマイマイ

コベソマイマイ

オオケマイマイ

オナジマイマイ科 ニッポンマイマイ科
ニッポンマイマイ属

オオベソマイマイ属

マイマイ属

クチベニマイマイ

ハリママイマイ

ナミマイマイ

コウベマイマイ

研究の動機

2年前の研究でCOI領域から系統解析をすると

ハリマとコベソが近縁種であった

COI領域はカタツムリの分類に適切か?

コベソマイマイ
ニッポンマイマイ科

ハリママイマイ
オナジマイマイ科

目的

・COI領域に加え新たに16s領域を用いて系統解

析、各領域の信頼性について検討

・神戸を模式産地とする三種を中心に、各種の

遺伝的位置づけを明らかにする

1. 軟体部腹足から遺伝子を抽出

切断

実験方法

1. 軟体部腹足から遺伝子を抽出

2. ｍｔDNAのCOI領域、１６s領域を
PCR法で増複

3. シーケンスからNJ(近隣結合)法、

MP(最節約)法で系統樹を作成

実験方法
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ハリマ(44)  
コベソ(3)

ナミ(31)
コウベ(7)
ニッポン(4)

クチベニ(30)

オオケ(7)

Lehmannia valentia

クレード1

クレード2

クレード3

クレード4

COI

科や属の異なる種が
同じクレードに位置
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ニッポンマイマイ科

ニッポンマイマイ属

16s

種ごとにクレードが

分かれた

領域の比較

COI 16s

アミノ酸を指定している アミノ酸を指定していない

COI

16s

挿入

欠失

領域の比較

COI 16s

アミノ酸を指定している アミノ酸を指定していない

●多重置換のノイズにより科や属

を超えた種の解析には向かない

●アミノ酸配列によって

さらに詳しい解析が可能

●登録されているデータ量が少ない

●アミノ酸配列での比較はできない

●科や属を超えた種でも

正確な解析が可能

併用が有効

コウベマイマイ
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コウベマイマイ

マ
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マイマイ属や
オオケと
大きく離れる

16s

コウベマイマイ

・オナジマイマイ科の他の種と大きく離れた種
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ハリマ ナミ オオケ コウベ

コウベマイマイ

採集地で分かれる

▲16sの種内の塩基置換数

オナジマイマイ科の
中で最も多い

16s

・オナジマイマイ科の他の種と大きく離れた種

コウベマイマイ

・地域ごとに分化→移動能力が低い

オオケマイマイ

ハリマ

ナミ

ベニ

コウベ

16sのオオケとの塩基置換数

オオケマイマイ

同属であるコウベよりマイマイ属に近い

０ １８０ １９０ ２００ ２１０

・神戸周辺におけるオオケ、コウベの

遺伝的位置づけを解明

・マイマイの分化の過程をより正確に示す

系統解析方法を提案

研究の意義研究の意義
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マイマイ属(ハリマ・ナミ・ベニ）

ベニが最初に分化
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１回の置換

１回の置換

２回の置換

１回の置換

MP法 正しいと思われる系統樹

１回の置換

4回の置換

2回の置換

2回の置換

祖先の配列(AGTCAG)

B(AAGCAA)A(AGTTAG) C(AAGCAG) D(AGGTAG)

《例１》

祖先の配列(AGTCAG)

B(AAGCAA)A(AGTTAG) C(AAGCAG)D(AGGTAG)

《例2》

計５回の置換

計9回の置換

例１と比べて例２が
より確からしい

約98℃

1.熱変性

約53℃

プライマー

2.アニーリング

約68℃

DNAポリメラーゼ

3.複製

《COIの場合》

PCR法

16s領域

COI領域

ミトコンドリアＤＮＡ


